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【令和5年秋開始接種】
■実施期間

９月20日㈬以降

■対象者

■使用するワクチン
オミクロン株（XBB.1.5）に対応した１価ワクチン

■接種回数
実施期間中において１人につき１回のみ
初回接種(※1)の接種回数は除く

【令和5年春開始接種】

【接種券の発送】

■ワクチン接種に関する問い合わせ／接種相談窓口 ☎０８８-８６３-５５２３（平日9時～16時）

住民票が南国市にある

【接種券発送スケジュール】

前回接種日 発送日

令和４年11月25日まで

令和5年５月７日まで

令和５年５月14日まで

令和５年５月21日まで

令和５年５月28日まで

令和５年６月10日まで

令和５年６月30日まで

受付開始日（9：00～）

令和５年９月11日㈪

令和５年９月14日㈭

令和５年９月19日㈫

令和５年９月25日㈪

令和５年９月28日㈭

令和５年10月２日㈪

令和５年10月５日㈭

接種券発行のために手続が必要な場合などがあるので、
以下より確認してください。

令和５年９月６日

令和５年９月11日

令和５年９月13日

令和５年９月20日

令和５年９月25日

令和５年９月27日

令和５年10月２日

【新規予約の受付開始日】 

注
意

《スタート！》

現時点（8月10日現在）での国からの情報を基にしており、
今後変更される可能性もありますのでご注意ください。
最新情報は接種券の同封文書、今後の広報または市のホ
ームページなどでご確認ください。

［参考］（これまでに使用したワクチン）
『従来株に対応した１価ワクチン』
　初期から令和４年秋開始接種が始まるまで
使用されていたワクチンで、武田社製（ノバ
バックス）のワクチンも該当します。
『従来株およびオミクロン株（BA.1又はBA.4-5）
に対応した２価ワクチン』
 令和４年秋開始接種以降に主に使用されてい
るワクチンです。

　重症化リスクの高い方などを対象とした『令和５年春開始接種』は、９月19日で終了となりますので、接種を希
望される方は早めにご予約ください。市内の会場は９月16日で終了予定です。
　なお、９月20日以降も上記の『令和5年秋開始接種』としての接種は１人につき１回のみ可能です。

※1 初回接種とは、小児（5～11歳）と12歳以上用ワクチンでの１・２回目接種、または乳幼児（6か月～4歳）用ワク
チンでの１～３回目接種のことで、１回目の接種という意味ではありません。

新型コロナワクチンの接
種開始前から住民票が南
国市にある

以前に次回接種用の接種
券が届いていたが、接種
を受けていない

次回接種用の接種券がそ
のまま使用できます。
紛失などしている場合は
再発行の手続が必要です
ので、以下より電子申請
してください。

住民票のある市区町村の
接種券発行状況（予定）
を確認してください。

直近で南国市に転入の手
続をした後に接種券の発
行申請をした

接種券の発行申請が必要
ですので、以下より電子
申請してください。

接種券発送スケジュールのと
おり、接種券を発送します。

新型コロナワクチン接種のご案内

12歳以上の初回接種(※1)を完了しているすべての方
※小児（5～11歳）および乳幼児（６か月～４歳）も対

象ですが、市内会場での接種に関する情報は今後
お知らせします。
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画像出典：国立国会図書館
「近代日本人の肖像」
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